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下記工事（業務）の入札に関して、質問がありましたので、下記のとおり回答します。 

 

工事（業務）番号： ８営請 第 ７４号   

工事（業務）名： 島瀬美術センター照明設備改修工事        

入 札 締 切 日 時： 令和 ８年 ９月３０日（ 水 ） １７時００分  

開 札 日 時： 令和 ８年１０月 １日（ 木 ）  ９時３０分  

 

掲 載 日 令和８年９月１７日（ 木 ） 

質 問 １ 

参考資料の本工事内訳書 P7 と P10 にある「耐衝撃性硬質ﾋﾞﾆﾙ管（HIVE）／（16）露

出」および「樹脂製丸型露出ﾎﾞｯｸｽ／16  2 方出」について、単価を公表して頂けない

でしょうか？ 

回 答 １ 

下記の通り、特殊単価として公表します。 

 

種目 

科目／中科目 

名称 摘要 単位 単価 

電気設備工事 

電灯設備／M2F 

耐衝撃性 

硬質ﾋﾞﾆﾙ管(HIVE) 

(16) 露出   m 2,730  

電気設備工事 

電灯設備／M2F 

樹脂製 

丸型露出ﾎﾞｯｸｽ 

16  2 方出   個 5,140  

電気設備工事 

電灯設備／6F 

耐衝撃性 

硬質ﾋﾞﾆﾙ管(HIVE) 

(16) 露出   m 2,730  

電気設備工事 

電灯設備／6F 

樹脂製 

丸型露出ﾎﾞｯｸｽ 

16  2 方出   個 5,140  
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掲 載 日 令和８年９月２５日（ 金 ） 

質 問 ２  

【対象図面・箇所】  

図面番号 E-02 ／ 施工条件等 ②  

【質問事項】  

施工条件等②に「1 階・中 2 階・2 階：令和 9 年 2 月 17 日～3 月 10 日の全館休館期間

にて施工すること。」と記載されています。  

全体工期（契約日～令和 9 年 3 月 10 日）に対して、指定された施工期間は土日・祝日

を含めても総日数 22 日間しかありません。当社の通常の休日（土日・祝日：計 7 日間）

を除外した場合、実稼働可能な平日は 15 日間となります。  

本工事のボリューム（照明設備改修、自主検査、片付け等）に対して、平日 15 日間で

の完了は極めて困難であり、適切な施工品質の確保および安全管理の観点から、期間

内の「土日・祝日の全面稼働」や「夜間・深夜作業」が不可避であると考えます。  

本工事の設計金額（予定価格）においては、これら休日労働や夜間割増に伴う費用は

あらかじめ計上されていない（通常歩掛による積算である）と見受けられますが、以

下の 3 点についてご教示ください。 

① 施工期間の確認 

 指定された現場施工期間（総日数 22 日間）の記載内容にお間違いはないでしょうか。 

回 答 ２ 記載内容に間違いはありません。 

質 問 ３ 

質問２の続き 

②施工可能日の追加・緩和の有無 

 全館休館期間以外で、別途現場施工が可能な日や時間帯を設けていただくことは可

能でしょうか。 

回 答 ３ 
連続した施工可能日として令和 9 年 2 月 17 日～3 月 10 日の全館休館期間を設定して

います。定期休館日（毎週火曜日）にも 1 階・中 2 階・2 階の施工は可能です。 
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質 問 ４ 

質問３の続き 

③落札後の設計変更（変更契約）の可否 

記載の期間（総日数 22 日間）のみでの施工が絶対条件であり、休日・夜間作業が不可

避となった場合、それらに伴う労務費の割増分、諸経費、および増員分の費用につい

て、落札・契約後に「設計変更（増額の変更契約）」の対象としていただくことは可能

でしょうか。 

回 答 ４ 

 

施工条件等に記載の通り、地下１階、６階、７階については施工できない日に定めは

ありません。１階・中２階・２階については、令和 9 年 2 月 17 日～3 月 10 日の全館

休館期間及び定期休館日（毎週火曜日）での施工を想定しています。 

設計変更については監督職員等と受注者との協議により対応いたします。 

 

 

 


